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大野市躍進の大動脈

着々はかどる

大野駅予定地

今より三八〇年程前、戦国の雄金森長近公が京都に模して作られた当市、区画整然と美しい町であるが、新しく

生れる美しい陣痛のなやみよろしく近代的文化都市を計画ヽ昭和二十八年十二月二十六日に大野都市計画大野土

地区画整理事業が建設省で決定したoすなわち、やがて着くべき越美北線大野駅を中心比上図のように計画され
着々工事が進んでいるo六間通りに連絡する幅員十五米の大幹線、東南方へ鉄道線路にほJ‘並行して鞘井八幡線

に連絡する幹線、西北方へ鉄道線路沿いに伸びる毘沙門通り（県道六呂師線）に連絡、駅前正面から鋸町に通す
る線、しかして我々が一日千秋0思いで待つものは越美北線0早期開通と大野駅の完成である。その時こそ地下

大資源と山林資源0開発に、観光の紹介、大工場0誘致と、大野市産業経済、文化0大躍進的発展0ときともな

ろうo（上図は大野都市計画大野土地区画整理図）

福
井
県
知
事
選
挙
結
果

計 女 男
性
別

一
画
、
戈
八

一
言
一
塁

二
、
昌
六

当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
苫
ニ

七
、
八
七
六

七
、
八
ヱ
ハ

投
票
者
数

六
晋
盃

児
●
四
八

六
七
・
七
八

投
票
率

豆
、
四
六
八

有
効
投
票

一
Ξ
四

無
効
投
票

七
、
三
一
七
票
羽
根
盛
一

八
、
一
五
一
票
北
栄
造

計 女 男
性
別

一
画
、
七
八
八

豆
、
一
回
一

w
m
r
．

当
日
の
有
権
者
数

豆
、
究
四

七
、
八
翌

七
、
合
一

投
票
者
数

六
一
‘
一
●
Ξ

莞
・
？
一

六
七
・
萱

投
票
率

一
五
、
一
g

有
効
投
票

塁
四

無
効
投
票

一
二
、
一
九
〇
票
道
関
文

　

ニ
、
九
五
〇
票
清
水
政
之

今
月
の
行
事

二
日
（
月
）
自
衛
隊
募
集
受
付
開
始

　

（
第
一
回
試
験
）

二
日
（
月
）
春
型
八
掃
除
、
清
水
、
亀

山
、
水
落

三
目
（
火
）
憲
法
記
念
日

三
日
（
火
）
三
日
よ
り
五
月
九
日
迄
児

童
福
祉
週
間
、
福
祉
施
設
慰
問
激
励

四
日
（
水
）
春
季
大
掃
除
、
一
番
、
二

番
、
三
番
、
四
番
、
七
間

五
日
（
木
）
こ
と
も
の
日

八
日
（
日
）
母
の
日

　

▲
こ
の
間
に
市
長
、
教
育
長
、
民
生

　

児
童
委
員
協
議
会
長
ら
の
共
催
で
多

　

彩
な
行
事
の
予
定

十
日
（
火
）
木
ノ
本
土
地
改
良
区
総
代

選
挙

上
旬
県
下
市
翌
譲
長
会
一
議
、
当
市

で
開
催

上
旬
紫
雲
英
採
種
圃
調
査
（
農
務

腫
）

十
日
（
火
）
十
日
よ
り
十
六
日
迄
愛
鳥

週
間

十
一
日
（
水
）
春
季
大
掃
除
、
五
番
、

昭
和
、
横
．
旭

十
二
日
（
木
）
神
明
、
春
日
、
寺
、
大

和
、
未
広

中
旬
（
予
防
注
射
）
腸
パ
ラ
チ
フ
ス

三
歳
以
上
六
十
歳
ま
で

二
十
五
日
（
水
）
二
十
六
日
（
木
）

福
井
県
都
市
産
業
協
議
会
（
於
下
庄
出

張
所
）

下
旬
（
予
防
注
射
）
結
核
零
歳
以
上

三
十
歳
ま
で

下
旬
献
米
圃
場
田
植
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新
天
地
は
招
く
／

海
外
移
住
志
望
者
を
募
る

す
で
に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
と
お
り
、
中
南
米
の
国
・
＜
（
が

日
本
移
民
を
歓
迎
し
て
お
抒
我
が
国
の

政
府
も
移
民
事
業
に
力
を
入
れ
て
年
・
＜
I
C

一
万
か
ら
五
万
人
位
が
移
住
で
き
る
H

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
市
民
の
中
か

ら
も
移
民
に
つ
い
て
関
心
｀
l
つ
て
い

る
方
は
左
記
を
参
照
の
上
、
S
募
さ
れ

る
こ
と
を
市
当
局
で
も
大
い
に
望
ん
で

い
る
。

な
お
、
海
鎗
罠
の
募
集
は
毎
年
数
回

に
e
け
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
応
募

さ
れ
る
方
は
市
役
所
（
農
務
謀
）
へ
連

絡
さ
れ
れ
ば
手
続
そ
の
他
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

「
移
民
資
格
」
S
径
先
に
よ

つ
て
ち
が
う
が
大
要
次
の
通
り
で
あ
る

（
一
）
家
族
は
五
十
歳
未
満
の
夫
婦
に

　

十
二
歳
以
上
の
子
供
が
一
人
以
上
い

　

る
こ
と
●

（
二
）
純
農
業
者
で
あ
る
こ
と
。

（
Ξ
）
身
体
強
健
で
病
気
や
身
体
的
欠

　

か
ん
の
な
い
こ
と
。

（
四
）
思
想
健
実
で
開
拓
喜
詮
盛
で

　

あ
る
こ
と
。

（
五
）
犯
罪
そ
の
他
反
社
会
的
行
為
を

　

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

（
六
）
現
地
へ
の
m
資
金
と
し
て
I

　

家
族
当
り
十
万
円
程
度
用
意
で
き
る

　

こ
と
。

た
だ
し
特
に
単
身
移
民
を
募
集
ず
る
場

＜
I
W
）
あ
り
ま
す
。

「
移
住
先
一
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

（
1
）
パ
ー
フ
グ
ワ
イ
国
チ
ヤ

　

ベ
ス
地
区

　

移
住
地
は
テ
ー
フ
ロ
シ
ヤ
と
い
う
肥

　

沃
な
土
屡
で
数
十
年
間
無
肥
料
で
農

　

業
が
で
き
る
。
地
区
に
は
ぎ
つ
し
幻

　

み
夭
木
が
生
え
て
い
て
移
住
す
る
と

　

テ
ン
ト
生
活
で
伐
木
か
ら
は
じ
め
る

　

適
作
物
は
米
、
小
麦
、
馬
鈴
著
、
と

　

う
も
ろ
こ
し
、
マ
テ
茶
、
油
桐
、
果

　

樹
等
で
す
。
分
譲
面
積
は
一
家
族
二

　

十
町
歩
で
、
地
価
は
一
町
歩
§
邦
貨

　

千
円
位
で
五
年
年
賦
で
あ
る
。

（
2
）
ブ
ラ
ジ
ル
国
ア
マ
ソ

　
　

ン
流
域
地
区

　

本
地
区
に
は
国
営
の
開
拓
地
も
あ
り

　

共
同
宿
舎
等
の
設
備
も
で
き
て
い
る

　

土
壌
は
大
体
砂
質
簾
土
の
酸
性
で
燐

　

酸
に
乏
し
い
が
よ
い
土
壌
の
所
も
あ

　

る
。
肇
作
物
は
米
、
と
う
も
ろ
こ
し

　

棉
、
煙
草
、
ゴ
ム
等
。
雨
量
は
年
一

　

七
五
〇
ト
二
I
五
〇
ミ
ジ
、
気
温
は

　

最
高
平
均
三
一
度
、
最
低
平
均
で
一
一

　

二
、
五
度
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
は

　

一
家
族
当
り
三
十
町
歩
－
五
十
町
歩

　

分
譲
さ
れ
る
が
極
め
て
安
く
、
し
か

　

も
長
期
年
賦
償
還
で
あ
る
。

（
I
）
サ
ン
ポ
ウ
ロ
州
養
蚕

　

移
民

　

初
め
は
日
本
人
の
養
蜃
農
家
に
雇
用

　

労
働
者
と
し
て
働
き
、
一
一
年
目
か
ら

　

分
益
経
営
と
な
り
、
其
の
後
独
7
ず

　

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

養
價
は
日
本
人
が
九
割
を
占
め
有
利

　

で
あ
る
。

（
4
）
ア
カ
ラ
地
区

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
手
本
と
な
る
’
p
m
a

　

日
本
人
植
民
地
を
作
っ
て
い
る
と
こ

　

ろ
で
あ
る
。
初
め
は
日
本
人
農
家
の

　

堰
用
人
と
し
て
入
り
、
モ
の
後
先
輩

　

の
世
話
で
独
m
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）
フ
オ
ー
ド
ラ
ン
デ
イ

　

ヤ
｀
″
よ
ぴ
ベ
ル
テ
ー
ラ
・
n

　

＜
園

　

初
め
は
ゴ
ム
園
の
賃
金
晶
で
、
モ

　

れ
か
ら
ゴ
ム
液
採
取
を
請
負
う
こ
と

　

に
な
り
、
一
年
1
一
年
半
で
こ
x
を

　

出
て
、
ア
マ
ゾ
ン
流
域
の
植
氏
地
等

　

で
自
営
開
拓
晨
に
な
る
よ
う
現
地
で

　

は
計
画
し
て
い
る
。

子供の遊ぴは

見童逍園地で

　

子
供
の
道
路
上
で
の

遊
び
は
危
険
で
も
あ
り

交
通
機
関
に
と
っ
て
も

迷
惑
に
誓
董
す
。

　

市
民
生
誤
で
は
次
の

児
童
遊
園
地
に
遊
技
具

の
設
備
を
し
ま
し
た
か

ら
、
子
供
は
必
ず
遊
園
地
で
遊
ば
せ
て

下
さ
い
。

◆
水
落
・
・
●
丸
太
ブ
ラ
ン
コ
ー

　
　
　
　
　

プ
ラ
ン
「
一
一
一

鉄
棒
一

◆
M
｛
寵
ｓ
・
●

ス
ペ
n
’
台

　
　

｝

鉄
棒
三

ブ
ラ
ン
コ

　
　

ニ

◆
三
番
上
・
・
・

鉄
棒
一

プ
‘
フ
ン
コ

　
　

ニ

ス
ペ
n
’
台
一

◆
春
曰
五
・
・
・
ブ
ラ
ン
コ
ー

　
　
　
　
　

ス
ペ
リ
台
一

　
　
　
　
　

丸
太
ブ
ラ
ン
コ
ー

◆
神
朋
下
●
・
・
ブ
ラ
ン
コ
ニ

　
　
　
　
　

鉄
棒
一

◆
上
庄
平
沢
・
・
・
ブ
ラ
ン
コ
ニ

　
　
　
　
　

丸
太
ブ
ラ
ン
コ
ー

　
　
　
　
　

シ
1
ｙ
I
一

◆
上
庄
稲
郷
・
・
・
ブ
ラ
ン
コ
ニ

短
歌

真
名
短
歌
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生
孝
栄

木
も
れ
陽
に
き
ら
め
く
流
れ
m
し
を
れ
ば
谷
わ
た
り
啼
ぐ
鴬
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
秀
子

雑
草
に
ま
じ
り
て
咲
き
し
白
き
ヶ
シ
薬
に
す
る
y
戻
を
つ
む
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
山
生

白
き
も
の
一
つ
く
は
へ
て
走
る
蟻
夜
ふ
け
の
湯
合
の
片
隅
に
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
千
代
子

い
ま
だ
寒
き
月
日
と
思
ふ
に
白
菜
の
花
ご
も
り
を
件
象
腰
の
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
畑
草
雨

砂
浜
に
か
が
ま
a
居
ま
す
君
の
影
い
よ
よ
小
さ
し
わ
が
ふ
り
む
け
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
津
嘉
子

飯
降
山
に
雷
の
残
る
も
の
ど
か
に
て
百
姓
女
麦
の
土
寄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
貞
一

ち
か
ら
あ
は
せ
祈
り
た
ま
へ
と
ゆ
か
り
児
の
手
術
の
時
刻
知
ら
せ
く
る

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
龍
雄

と
こ
し
へ
の
い
の
ち
の
道
と
思
ふ
ゆ
ゑ
他
を
か
へ
り
み
ず
ひ
た
す
ら
な

ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
門
俊
我

か
く
ば
か
り
悲
し
き
こ
と
の
あ
り
と
い
ふ
ラ
ジ
オ
の
声
を
独
り
つ
ぶ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
正
治

m
＞
み
の
ふ
く
ろ
を
と
き
て
こ
の
年
の
栽
培
設
計
を
健
ぱ
た
に
ゑ
が
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯉
霜
内
与
市

馴
饗
の
掘
S
＼
起
し
た
る
株
と
根
を
雨
中
に
除
け
て
I
屁
時
く
わ
れ
は

圏
（
真
名
短
歌
会
へ
入
会
希
望
の
方
は
中
狭
、
大
畑
草
雨
宛
御
申
込
み

下
さ
い
）

自
勘
車
速
度
制
限
緩
和

市
内
幹
線
道
路
は
二
十
粁
に

　

四
月
一
日
か
ら
交
通
に
つ
い
て
の
福

井
県
規
則
が
改
正
さ
れ
、
自
動
車
の
最

高
速
度
が
法
定
の
範
囲
姿
〈
鯛
に
緩
和

さ
れ
た
事
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
生
命
と
ｙ

る
方
運
機
関
に
と
っ
て
は
誠
に
有
難
い

改
正
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
速
度
制
限

が
緩
和
さ
れ
た
と
申
し
ま
し
て
も
、
県

下
に
は
、
尚
五
十
数
カ
所
の
制
限
区
域

が
そ
れ
ぞ
れ
指
導
標
証
に
よ
っ
て
指
ボ

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
漫
然
と
運
転
し

て
事
故
を
起
さ
ぬ
よ
う
御
注
富
ま
ご
い

m
正
さ
れ
た
自
動
車
の
最
高
遠
度
は

　

次
の
通
り
で
す
。

一
、
緊
急
自
動
車

　

1
間
七
〇
粁
。
夜
間
七
〇
粁

二
、
タ
ク
シ
ー
（
小
型
濫
7
）
、
サ

　

イ
ド
ガ
ー
、
自
動
二
輪
車

　

昼
間
六
〇
粁
、
夜
間
五
〇
粁

三
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
、
小
型
四
輪
車

　

自
動
三
輪
車
、
軽
自
動
車
、
第
二
種

　

原
動
機
付
自
転
車

　

昼
間
四
〇
粁
、
夜
間
三
五
粁

四
。
第
一
種
原
動
機
付
自
転
車

　

昼
間
二
五
粁
。
夜
間
二
五
粁

R
速
度
制
限
は
大
野
警
察
署
管
内
に
あ

つ
て
は
、
上
図
の
通
り
旧
大
野
町
、
下

庄
町
の
幹
線
道
路
の
一
部
が
三
十
粁

」
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
ず
。
こ
れ
は
市

内
に
お
け
る
交
通
の
安
全
恚
楳
す
る

た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
方
の
御
協
力
を
特
に
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

團
時
速
二
十
粁
と
二
い
ま
す
と
、
自
転

車
の
普
通
速
度
よ
り
少
し
速
い
程
度
で

す
。
（
大
野
警
察
署
）
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市
長
を
囲
む
座
談
会
を
終
え
て

　

去
る
四
月
二
十
日
よ
り
二
十
八
日
ま

で
の
七
日
間
．
各
出
張
所
地
区
別
（
大

野
地
区
は
五
月
申
の
予
定
）
に
区
長
、

地
元
市
会
議
員
及
び
各
種
団
体
長
の
参

集
を
お
願
い
し
座
談
会
を
開
き
ま
し
た

名
地
区
共
活
溌
な
意
見
、
要
望
等
が
あ

っ
て
、
有
意
義
な
会
合
盈
開
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も
此
の
催
し
を
度
E
″

開
き
た
い
と

考
え
て
居
臼

ま
す
か
ら
、

各
地
区
叉
は

部
落
に
お
け

る
集
会
に
も

出
来
得
る
限

抄
出
向
い
て

懇
談
致
し
ま

す
。
せ
い
ぜ

い
御
連
絡
下

さ
い
。

　

（
写
真
・
・
・
乾

側
出
張
所
に

お
け
る
座
談

会
）

五
月
の
農
事
暦

　

五
月
の
箆
厚
想
は
、
前
半
期
は
寒

冷
な
高
気
圧
に
伴
い
強
い
晩
霜
の
お
モ

れ
が
あ
る
。
天
気
は
一
般
に
不
順
で
「

走
り
梅
雨
」
が
早
目
に
現
わ
れ
る
。
気

温
は
平
年
な
み
乃
至
や
や
低
目
、
降
水

量
は
少
目
、
日
照
は
や
や
少
目
の
見
込

で
あ
る
。

【
水
稲
】
苗
代
は
一
般
に
前
月
末

の
気
象
の
影
響
を
受
け
軟
弱
で
、
月
末

か
ら
来
月
に
か
け
て
い
も
ち
病
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
か
ら
左
の
い
ず
れ
か
の
薬

剤
散
瓦
孚
名
。

▼
六
斗
式
過
石
灰
ボ
ル
ト
L
液
（
一
〇

○
坪
当
四
斗
）
生
石
灰
二
四
〇
匁
を
水

一
斗
に
溶
し
、
硫
酸
銅
一
二
〇
匁
を
五

斗
に
し
た
液
を
混
利
し
て
展
着
剤
を
加

え
る
。

▼
銅
製
剤
水
一
斗
に
一
二
匁
乃
至
一
五

匁
を
溶
か
す
。

い
よ
い
よ
田
植
期
に
入
る
わ
け
だ
が
、

従
来
苗
代
日
数
、
苗
齢
と
云
っ
た
こ
と

が
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
苗
代
日

数
が
長
過
ぎ
て
下
葉
の
枯
れ
た
も
の
は

分
業
節
位
が
上
っ
て
穂
が
小
さ
く
減

収
の
基
と
な
る
。
本
葉
五
、
六
枚
の
と

き
が
発
根
数
も
多
く
発
根
率
も
よ
い
の

　

で
こ
の
頃
田
植
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

　

窒
素
過
多
の
苗
は
植
學

　

苗
代
末
期
の
追
肥
は
や
ら
ぬ
よ
5
に
す

　

る
。
ど
つ
し
て
も
必
要
な
と
き
は
普
及

　

員
と
狗
談
の
上
施
す
こ
と
に
さ
れ
た
い

　

尚
本
年
は
成
虫
の
発
生
状
況
か
ら
推
し

　

て
、
切
姐
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

　

早
期
に
発
見
し
て
完
余
排
水
の
上
、

　

B
H
C
一
％
を
一
〇
〇
坪
当
一
括

　

見
当
散
粉
す
る
。
瞭
侯
期
を
通
じ
て
の

　

予
想
は
不
順
の
度
合
は
昨
年
よ
り
や
や

　

よ
い
が
、
八
月
の
照
込
み
は
期
待
出
来

　

な
い
。
そ
こ
で
肥
料
は
窒
累
偏
重
に
な

　

ら
ぬ
よ
う
必
ず
燐
酸
、
加
1
を
加
え
る

　

こ
と
。
特
に
加
里
の
効
果
は
顕
著
に
出

　

る
で
あ
ろ
う
。

　

【
藷
菜
】
晩
霜
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
、
雨
上
り
な
ど
で
夕
方
真
青
に
臍
れ

上
っ
て
気
温
の
下
る
と
き
は
、
夜
半
焚

火
を
数
個
所
で
燃
ぶ
ら
し
て
フ
ク
射
熱

を
捕
え
る
等
予
防
措
置
を
し
て
ほ
し
い

疏
菜
類
の
苗
は
定
竺
週
間
ほ
ど
罰
か

ら
外
温
に
馴
ら
す
よ
う
に
す
る
。
そ
れ

に
は
潅
水
量
を
控
え
目
に
’
l
、
霜
の
な

い
夜
は
障
子
を
薩
き
、
昼
と
夜
の
温
度

差
拿
ハ
き
く
す
る
。
定
植
は
地
温
十
五

度
以
上
に
な
っ
て
か
ら
す
る
と
よ
い
。

こ
の
頃
の
気
温
は
早
期
六
時
頃
十
度
見

当
で
あ
る
。

　

【
畜
産
】
五
月
と
言
え
ば
年
に
I

　

回
の
緬
羊
の
靭
毛
期
で
あ
る
。
蜀
毛
に

　

は
無
風
m
か
な
日
や
選
ん
で
剪
る
の

　

で
あ
る
が
、
余
り
に
過
食
さ
せ
て
元
気

　

な
場
合
は
靭
毛
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、

　

朝
食
は
や
や
控
え
目
に
し
て
靭
る
の
が

　

便
利
で
あ
る
。
五
月
は
農
耕
、
牛
馬
の

　

四
肢
の
手
入
れ
を
忘
れ
て
・
は
な
ら
な
い

　

農
繁
期
で
あ
る
の
で
牛
馬
の
四
肢
の
手

　

入
迄
は
困
難
で
あ
る
が
、
手
入
を
怠
る

　

と
泥
か
ぶ
れ
や
立
腫
等
金
百
鋏
行
す

　

る
亭
も
あ
る
。
水
洗
で
も
よ
い
か
ら
農

・
耕
の
使
用
後
は
必
ず
丁
寧
に
洗
う
事
で

あ
る
。
暗
い
キ
ュ
ウ
舎
に
居
た
牛
馬
が

急
に
野
良
に
引
出
さ
れ
る
と
m
i
m

し
て
来
る
か
ら
、
飼
料
の
給
与
に
際
し

て
は
急
激
に
R
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
寵
痛
や
鼓
張
症
を

起
す
場
合
は
、
飼
料
を
急
変
さ
せ
た
り

過
食
さ
せ
た
ぴ
す
る
こ
と
が
原
因
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。

【
雛
の
管
理
】
五
月
は
暖
か
く
な
る

の
で
雛
の
管
理
も
お
ろ
モ
か
に
な
り
勝

ち
で
あ
る
か
ら
、
特
に
湿
気
に
注
章
ず

る
と
共
に
、
寒
瞼
に
注
意
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
な
お
羽
虫
と
か
寄
生
虫

が
発
生
し
易
く
な
る
か
ら
、
鶏
舎
内
は

ク
レ
ゾ
ー
ル
等
で
消
毒
し
予
防
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
農
業
改
良
普
及
事
務
所
）

昭
和
三
十
年
度

自
衛
隊
員
募
集
始
ま
る

大
野
市
に
対
し
て
五
十
六
名
の
自
衛
官

の
募
集
割
当
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
目

標
達
成
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
五
月
二
日
よ
り
七
月
十
五

日
ま
で
。
募
集
日
程
は
次
の
通
り

　

▲
養
瞑
受
付
期
間
▼

五
月
二
日
（
月
）
か
ら
七
月
十
五
日

　
　

（
金
）
ま
で

　

▲
第
一
回
試
験
受
付
▼

五
月
二
日
（
月
）
か
ら
五
月
二
十
五

　

日
（
水
）
ま
で

　

▲
第
一
回
試
験
実
施
▼

六
月
一
日
（
水
）
か
ら
六
月
八
日
（

　

水
）
ま
で
。
期
日
、
場
所
は
禾
決
定

　

▲
第
二
回
試
験
▼

八
月
一
日
（
月
）
か
ら
八
月
二
十
日

　

（
土
）
ま
で
。
期
日
、
場
所
は
未
決
定

　

▲
入
隊
▼

七
月
下
旬
及
び
十
月
中
旬
－
肺
歪
入
隊

十
月
上
旬
及
び
下
旬
ト
海
士
入
隊

八
月
串
旬
及
び
十
月
上
旬
ト
9
士
入
隊

農
繁
期
の

か
母
さ
ん
Ｈ

「
季
節
保
育
所
」
が

開
設
さ
れ
ま
す

　

農
繁
期
の
お
忙
し
い
ま
お
母
さ
ん
の
手

助
け
と
し
て
、
市
民
生
諜
で
は
、
五
月

二
十
日
頃
か
ら
1
ヵ
月
間
と
秋
に
1
ヵ

月
間
、
保
育
所
開
設
の
計
画
を
た
て
て

お
り
ま
す
の
で
、
精
λ
御
利
用
下
さ
る

よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
詳
し
い
事
は
各
地
区
出
張
所
、

又
は
市
一
既
生
誤
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

大
野
市
教
育

委
員
会
委
員

無
投
票
雷
選

聯
島
利
鏡
（
三
三
）
農
南
新
在
家

松
田
彦
一
郎
（
四
九
）
農
森
目

亀
井
龍
（
五
二
）
農
友
兼

布
川
豊
2
八
四
）
会
社
重
役
七
聞

原
動
機
付
自
韓
車

鑑
札
の
取
替

原
動
機
付
自
転
車
の
鑑
札
は
旧
町
村
当

時
の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度

新
ら
し
い
原
動
機
首
駐
車
の
鑑
札
が

出
来
ま
し
た
の
で
、
モ
の
取
蓄
を
市
役

所
で
行
い
ま
す
か
ら
、
市
税
務
謀
ヘ
ホ

出
て
次
の
期
間
中
に
取
替
え
て
下
さ
い

團
取
替
期
間
五
月
一
日
よ
り
五
月
三

　

十
一
日
ま
で

圏
手
数
料
一
五
〇
円

昭
和
二
十
九
年
度
農
薬
補
助

一
六
三
万
六
千
円
の
交
付
央
定

植
物
防
疫
法
に
規
程
す
る
主
要
病
害
虫

の
防
除
を
促
進
す
る
た
め
、
異
常
発
生

面
積
だ
け
を
対
象
と
し
て
、
農
薬
購
入

費
に
対
す
る
昭
和
二
十
九
年
度
補
助
必
一

の
各
農
協
別
交
付
額
が
決
定
し
た
。
モ

れ
に
よ
る
と
交
付
基
準
は
、
病
轡
虫
防

除
の
た
め
農
薬
の
散
布
を
実
施
し
た
場

合
、
一
回
散
布
を
こ
え
る
部
分
に
つ
い

て
の
一
回
分
を
限
度
と
し
て
補
助
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
変
付
額
次
の
通
り

合
計

五
箇

阪
谷

富
田

上
庄

小
山

駝
側

下
庄

大
野

地
区
別

七
、
ご
一
六

盃
Ξ
翌

一
、
一
四
回

｝
一
、
六
七
〔
）

八
四
八

四
三

一
、
若
一

　
　
反
一
Ξ
一

病
害
面
積

病
害
虫
別
補
助
面
積四

、
忽

一
Ξ

三
一
一

一
、
づ
一
座

合
一

一
宣

l
i
＾
O

一
、
昆
六

　
　
反
昌
九

虫
害
面
積

八
算
八
、
四
（
）
〔
）

六
、
八
六
七

S
O
’
W
S
H
l

一
尺
、
一
回

混
一
、
壁

一
9
一
、
一
邑

豆
、
芙
‘
一

一
六
七
、
叉
八

一
8
、
〔
）
昌

病
害
防
除

補
助
額

病
害
虫
別

七
七
八
、
萱
（
）

づ
ー
、
容
一

晋
一
、
包
〔
）

∃
Ξ
、
七
八
｛
〕

一
温
、
八
9
一

拓
、
四
六
四

発
、
八
后

弓
一
八
、
一
屁

児
、
な
八

病
虫
防
除
補
助
額

補
助
交
付
額

一
、
六
兵
、
き
8

1
0
’
w
o

な
、
〔
）
蛮

Ξ
ハ
｝
一
、
か
ひ
一

m
＜
’
m

召
、
六
一
四

一
9
一
、
一
発

莞
五
、
百
｝
一

発
、
宛
づ
一

合
計

病
虫
害
防
除

総
補
助
額

強力に推進

市税滞納一掃

五
月
一
日
よ
り
1
ヵ
月

間
、
市
税
務
諜
で
は
徴

収
特
別
月
間
と
し
て
、

昭
和
二
十
九
年
度
迄
の

税
金
で
未
納
に
な
っ
て

い
る
分
を
、
管
内
洩
れ

な
く
出
張
徴
収
す
る
事

に
致
し
ま
し
た
。
税
金
と
い
う
も
の
を

良
く
認
諾
T
さ
い
ま
し
て
是
非
御
協
刀

願
い
ま
す
。
尚
御
都
合
の
悪
い
場
合
は

物
件
に
依
っ
て
の
納
入
即
ち
強
制
執
行

財
産
差
押
処
分
も
さ
せ
て
戴
き
ま
す
故

モ
れ
ま
で
に
一
一
一
一
ら
な
い
内
に
納
税
限
い

ま
す
。

自
然
壇
加

　
　
六
七
二
人

戸
籍
課
で
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
三
十
年
三
月
三
十
一
日
迄
に
受
付
け

た
出
生
数
は
I
、
一
五
九
人
、
死
亡
数

は
四
八
七
人
で
、
モ
の
他
の
件
数
を
含

め
る
と
、
二
、
六
一
九
件
と
な
幻
、
モ

の
内
婿
姻
は
七
一
河
拝
と
出
生
に
つ
い

で
翠
｀
‘
し
い
限
S
t
。
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農繁期と築養

満
腹
U
t
：
＾
で
は
ダ
メ

や
わ
ら
か
い
太
陽
に
映

ゆ
る
緑
の
木
々
が
次
第

に
｛
一
｝
を
増
し
、
愈
L
″
本

格
的
な
農
繁
期
に
な
っ

て
参
抄
ま
し
た
。
此
の

時
期
に
な
っ
て
常
に
私

達
の
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
は
、
此
の
忙
し
い
時
に
於
け
る
食
物

の
事
で
す
。
私
達
の
体
は
恰
も
大
き
い
ま

機
械
類
や
、
汽
車
、
自
動
車
が
常
に
燃

料
や
油
を
必
要
と
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
の
栄
養
を
補
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
は
す
で
に
御
承
知
の

通
り
で
す
。
私
達
が
健
康
で
働
く
為
に

は
い
ろ
い
ろ
の
栄
養
が
必
要
な
訳
で
す

が
、
こ
こ
に
こ
れ
ら
の
も
の
を
、
モ
の

働
き
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
に
分
類
し

て
み
ま
し
よ
う
。

一
、
私
達
の
体
の
血
や
肉
に
な
る
も
の

　

肉
類
、
魚
類
、
乳
類
鶏
卵
、
大
一
兄
及

　

び
大
豆
製
品
、
海
草
類

二
、
私
達
の
働
く
力
奮
作
る
も
の

　

米
、
麦
類
、
芋
類
、
砂
糖
、
油
脂

三
、
私
達
の
体
の
唐
子
を
と
と
の
え
る

も
の

　

有
色
野
菜
（
ボ
ー
レ
ン
草
、
人
蓼
。

　

南
瓜
等
）
モ
の
他
の
野
菜
（
大
根
。

　

白
菜
、
ネ
ギ
な
ど
）

大
体
こ
う
い
う
働
き
を
す
る
も
の
を
取

抄
混
ぜ
て
、
食
膳
に
の
せ
ら
れ
る
の
が

栄
養
料
理
で
す
。
そ
れ
で
は
一
体
私
達

が
、
一
日
に
何
を
と
れ
だ
け
食
べ
た
ら

よ
い
の
か
と
い
う
事
に
な
る
の
で
す
が

こ
れ
は
、
年
齢
、
男
女
の
差
、
仕
事
の

種
類
に
よ
っ
て
違
っ
て
来
ま
す
。
今
、

普
通
の
男
子
の
贋
閑
期
に
於
け
る
必
要

量
は
大
体
次
の
食
品
か
ら
僣
り
れ
ま
す

▲
米
三
合
▲
い
も
類
ト
卵
大
の
も

も
二
個
▲
砂
糖
大
匙
一
杯
半
▲

油
脂
大
匙
一
杯
▲
大
豆
二
勺
、
味

噌
大
匙
一
杯
▲
魚
介
三
〇
匁
、
卵

一
個
一
▲
有
酌
野
菜
三
〇
匁
、
そ
の

他
の
野
菜
二
〇
匁
▲
海
草
少
々

農
繁
期
に
な
り
ま
す
y
非
常
に
仕
事
が

激
し
く
な
り
、
作
業
時
間
も
長
く
な
り

ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
て
栄
養
の
あ

る
食
物
も
増
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
忙
し
さ
の
為
に
仕

事
に
追
わ
れ
て
、
つ
い
単
調
な
食
物
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
し
て
腹
さ
え
ふ
く

れ
て
い
れ
ば
仕
事
は
出
来
る
と
い
う
わ

け
で
、
御
飯
ば
か
り
沢
山
食
べ
る
よ
う
・

に
な
ひ
ま
す
。
こ
れ
で
は
胃
ブ
ク
ロ
が

過
重
労
働
に
な
る
の
で
ず
。
忙
し
い
ま
時

は
お
互
い
に
気
が
張
っ
て
い
ま
す
か
ら

何
で
も
な
い
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
が
農
閑
期
に
な
っ
て
少
し
ゆ
っ
く
り

す
る
頃
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
や
っ

か
い
な
胃
腸
障
害
が
起
り
勝
ち
で
す
。

モ
の
外
、
ご
飯
を
消
化
吸
収
す
る
為
に

ビ
タ
ミ
ン
B
が
不
足
し
て
来
て
脚
気

に
な
っ
た
位
し
ま
す
。
此
の
様
に
米
食

一
辺
倒
は
私
遠
の
体
の
為
に
誓
蔽
迎

す
べ
き
事
で
は
あ
ひ
ま
せ
ん
。
最
近
で

は
、
養
鶏
や
山
羊
の
飼
育
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
鶏
卵
や
山

羊
乳
を
自
家
消
費
し
て
動
物
性
蛋
白
質

を
セ
ッ
取
す
る
と
か
、
畑
の
牛
肉
と
云

わ
れ
て
い
る
大
一
兄
を
食
べ
る
な
ど
私
達

の
周
囲
に
は
こ
う
し
た
栄
養
の
豊
富
な

食
品
が
、
結
構
沢
山
あ
る
の
で
す
。
た

y
大
豆
は
粒
の
ま
ま
で
す
と
、
消
化
が

あ
ま
り
よ
い
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

打
ち
豆
に
す
る
と
か
、
き
な
粉
に
す
る

な
ど
、
な
る
べ
く
消
化
し
や
す
い
よ
う

に
致
し
ま
し
よ
う
。
僅
か
の
時
間
を
割

い
て
、
作
り
お
き
の
出
来
る
ふ
り
か
け

と
か
、
鉄
火
味
噌
の
よ
う
な
保
存
食
を

作
っ
て
お
く
事
も
家
族
の
健
康
の
為
に

よ
い
方
法
で
す
。
「
命
あ
っ
て
の
も
の

だ
ね
」
と
か
。
何
は
と
も
あ
れ
健
康
な

体
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
明
る
い
生
活

が
出
来
、
幸
福
が
訪
れ
る
の
で
す
か
ら

忙
し
く
な
れ
ば
尚
更
。
家
族
の
栄
養
に

は
気
を
配
り
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
を
し
っ

か
り
と
っ
き
ま
し
よ
う
。

田園都市伸展のカギは

酪農経営から！！
畜産と冒えば酪農である。孚L牛一頭の生産能力は水田―町歩に匹

適すると言われている。大野市には現在孚L牛八六頭飼われている

が、この飼育者仲間で昨年酪農組合を作って共同研究や共同処理

をやっている。本年は下庄出張所前に集孚L所を建設し、明年から

は販路を学校給食、福井酪農等に拡張し三年後には二CO頭の孚L

牛飼育を目標としている。将来は孚L製品加工工業も計画している

が、集乳用自動車がエンジンの音も高く各酪農農家を飛び廻るの

もそう遠い将来ではないであろう。皆んなで大酪農大野市を夢み

ようではないか。（写真は組合員を激励する市助役）

貯
畜
組
合
を
作
ろ
う
H
‥

か
ね
て
市
税
務
謹
で
は
．
だ
の
し
み
な

が
ら
貯
畜
と
納
税
が
出
来
る
納
税
貯
蓄

組
合
を
作
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る

こ
れ
は
近
年
の
よ
う
に
税
金
が
支
出
の

相
当
分
を
し
め
、
生
活
A
ま
一
税
必
一
が
密
接

な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
き
．
納
税
計

媚
を
立
て
納
税
資
金
を
平
素
か
ら
貯
蓄

し
て
お
き
．
一
時
に
出
す
納
税
の
苦
労

を
除
く
こ
と
が
主
な
目
的
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
去
る
三
月
市
定
例
議

会
で
納
税
貯
蓄
組
合
奨
励
に
関
す
る
条

例
が
設
定
さ
れ
、
奨
励
＜
8
を
出
す
こ
と

に
決
定
し
た
。
な
お
こ
れ
に
対
す
る
要

項
は
た
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
納
税
貯
蓄
組
合
は
納
税
義
務
者
二

十
世
帯
（
職
域
内
に
あ
っ
て
は
二
十
人

）
以
上
あ
れ
ば
納
税
貯
蓄
組
合
を
設
立

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

二
、
納
税
貯
蓄
組
合
が
設
立
す
る
と
、

一
世
帯
に
つ
き
金
弐
拾
円
、
職
域
組
合

に
つ
い
て
は
必
一
弐
拾
円
の
設
立
奨
励
金

が
市
か
ら
組
合
に
m
v
＞
れ
ま
す
。

三
。
納
税
貯
蓄
組
合
が
設
立
し
、
一
ヵ

年
を
通
じ
て
納
期
内
に
9
納
し
た
場
合

に
も
叉
、
組
合
に
対
し
奨
励
金
が
交
付

さ
れ
ま
ず
。

大
野
市
発
展
の
た
め
に

市
民
の
聾

桜
花
爛
満
の
春
も
過
ぎ
。
忙
し
い
季
節

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
市
民
の
皆

様
が
汗
み
ど
ろ
に
な
っ
て
働
い
て
お
ら

れ
る
姿
を
拝
見
す
る
時
、
い
つ
も
こ
れ

こ
そ
大
野
市
の
建
設
に
、
日
本
復
興
の

た
め
に
、
ほ
ん
と
ぅ
に
一
生
懸
命
に
な

っ
て
お
ら
れ
る
姿
だ
と
お
見
受
け
し
て

い
ま
す
。
我
λ
二
堅
ハ
カ
村
の
町
村
民

が
額
を
合
せ
て
、
大
田
園
都
市
大
野
を

建
設
し
ょ
う
と
話
合
っ
た
の
も
丁
度
去

年
の
今
頃
で
し
た
。
そ
し
て
漸
く
話
が

ま
と
ま
り
、
出
来
上
っ
だ
の
が
七
月
一

日
。
あ
れ
か
ら
早
や
1
ヵ
年
近
く
も
経

過
し
ま
し
た
。
本
年
か
ら
は
、
い
よ
い

よ
建
設
の
年
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
昭

和
三
十
年
度
の
市
の
方
針
も
春
の
議
会

で
決
定
さ
れ
、
大
野
市
建
設
計
圓
に
よ

っ
て
、
市
当
局
は
市
長
を
中
心
に
助
役

を
始
め
全
職
員
一
致
協
力
、
一
丸
と
な

っ
て
目
的
達
成
に
躍
進
す
る
事
で
し
ょ

う
。
叉
、
尽
″
市
民
も
是
非
、
そ
う
あ

っ
て
も
ら
い
た
く
念
願
し
て
お
ぴ
毒
ｙ

勿
論
、
生
れ
た
ば
か
む
の
市
を
こ
れ
か

ら
育
て
て
ゆ
こ
う
と
云
う
の
で
す
か
ら

年
E
″
相
当
の
費
用
が
か
s
る
事
で
、
こ

れ
は
万
人
が
認
め
る
事
で
し
ょ
う
。
生

れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
一
人
前
に
す

る
に
は
放
っ
て
お
い
た
ら
決
し
て
大
き

く
な
る
も
の
で
は
あ
ひ
ま
せ
ん
。
莫
大

な
費
用
が
か
か
る
事
は
お
互
い
が
よ
く

知
っ
て
い
る
通
り
で
す
。
こ
れ
と
同
様

市
に
も
費
用
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
の

大
野
市
育
成
の
た
め
に
要
る
費
用
は
。

な
ん
と
し
て
も
生
み
の
親
で
あ
る
我
■
＜

が
っ
く
ら
ね
ば
な
ひ
ま
せ
ん
。
大
野
市

育
成
の
為
の
費
用
、
そ
れ
は
税
金
で
す

こ
の
金
は
、
責
重
な
金
で
す
。
無
駄
使

い
は
し
て
ほ
し
く
な
い
も
の
で
す
。
何

を
置
い
て
■
m
金
丈
は
立
派
に
納
め
て

い
る
の
で
す
。
い
く
ら
立
派
な
方
針
が

決
っ
て
も
、
い
く
ら
ｔ
派
な
為
政
者
が

い
て
も
、
必
要
な
費
用
が
な
く
て
は
仕

事
が
出
来
ぬ
事
は
良
く
分
っ
て
い
ま
ず

だ
か
ら
、
我
・
＜
＜
市
民
は
こ
ぞ
っ
て
税
必
一

m
納
し
ま
す
。
町
内
隣
近
所
こ
ぞ
っ

て
完
納
い
た
し
ま
し
よ
う
。
今
年
は
予

納
と
云
う
の
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
代
臼
納
税
貯
畜
組
合
が
出
来
て
、

今
迄
よ
り
一
劈
旅
な
成
績
が
あ
が
る

事
と
思
い
ま
す
の
で
、
寸
旅
な
市
の
建

設
を
市
当
局
者
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

モ
の
か
わ
り
市
民
も
又
、
一
丸
と
な
っ

て
納
税
思
想
を
高
揚
し
市
税
の
完
納
に

っ
と
め
ま
す
。
筆
を
お
く
に
当
り
、
市

民
の
皆
様
、
ど
う
か
私
の
考
え
に
御
賛

同
下
さ
い
ま
し
て
、
納
税
の
義
務
を
果

し
、
そ
う
し
て
立
派
な
大
野
市
に
し
よ

う
で
は
あ
臼
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
願
い

致
し
ま
す
●
（
市
民
M
）

市
辞
令

　

使
丁
山
本
土
松
（
上
庄
支
所
）

願
に
よ
政
職
を
免
ず
る

　

（
三
月
三
十
一
日
附
）

　

助
役
池
田
重
親

建
設
誤
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

　

書
記
松
本
時
哉
（
民
生
誤
）

大
野
市
社
4
一
福
祉
事
主
事
に
任
じ
民
生

謀
勤
務
を
命
ず
る

　

（
右
何
れ
も
四
月
一
日
附
）

　

主
事
石
橋
甚
太
郎
（
税
務
謀
）

　

同
脇
本
三
嗣
（
議
会
）

　

同
長
谷
部
國
治
（
阪
谷
出
張
所
）

　

同
安
田
保
（
民
生
誤
）

　

書
記
林
直
材
（
腰
務
誤
）

願
に
よ
昨
職
を
免
ず
る

　

（
右
何
れ
も
四
月
十
日
附
）
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合
併
記
念
基
本
財
産

造
林
五
ヵ
年
計
画
ｔ
ろ

地
方
5
共
団
体
に
於
け
る
自
主
的
な
行

政
の
確
｛
皿
を
目
指
し
て
、
昨
年
七
月
一

日
我
が
大
野
市
が
誕
生
し
た
。
然
し
な

が
ら
今
回
の
合
併
は
、
八
ヵ
町
村
を
統

合
し
、
モ
の
財
政
基
盤
を
確
立
し
。
、
行

政
の
円
滑
化
を
図
り
市
民
の
福
祉
に
貢

献
し
よ
う
ど
r
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

云
う
ま
で
も
な
い
が
。
そ
の
財
政
前
途

に
多
難
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
意
に
於

い
て
合
併
記
念
基
本
財
産
造
林
を
す
る

こ
と
は
、
独
臼
大
野
市
の
基
本
財
産
を

造
成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
風
致
、
洽

山
治
水
面
を
通
じ
て
極
め
て
深
い
意
義

が
あ
り
、
モ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
右
の
よ
う
な
意
味
に
於

い
て
、
本
年
度
よ
り
合
併
記
塵
〈
野
市

基
本
財
産
五
ヵ
年
計
画
を
以
つ
て
、
土

地
所
有
者
と
の
一
分
収
歩
合
を
定
め
、
二

Q
‥
）
一
肌
歩
の
造
林
を
目
標
と
し
て
そ
の

施
業
を
進
め
っ
A
あ
る
。

尚
昨
年
よ
り
事
業
希
望
地
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
左
記
の
土
地
が
予
定
地
と
な

っ
て
い
る
。

　

施
行
予
定
地

大
野
市
上
若
生
ナ
地
係

　
　
　

下
打
波
地
係

　
　
　

上
黒
谷
地
係

　

今
後
更
に
山
林
で
希
望
地
が
あ
れ
ば

希
望
者
は
大
野
市
役
所
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。

保
温
折
衷
苗
代
の
注
意

大
雨
や
長
雨
の

　
　
　

と
き
に
は

一
、
油
紙
の
上
に
水
が
溜
る
と
大
変

　

で
す
。
除
水
に
努
め
る

二
、
油
紙
の
水
た
ま
り
が
出
来
る
と

　

下
の
苗
が
傷
む
か
ら
新
し
い
ほ
う

　

き
で
掃
き
出
す
こ
と
。

油
紙
の
取
除
き
は
お
そ

す
ぎ
霖
よ
う
に
す
る

種
ま
き
後
一
一
二
週
間
た
っ
た
本
葉

三
枚
目
頃
（
一
寸
三
分
位
）
に
な
つ
た

ら
、
油
紙
を
取
り
は
ず
し
ま
し
よ
う
。

少
し
で
も
遅
れ
る
と
葉
先
が
枯
れ
た
り

苗
が
伸
び
た
ひ
ず
る
の
で
、
お
く
れ
ぬ

よ
う
充
分
注
意
す
る
。
（
苗
の
生
育
状

態
奎
調
べ
る
時
は
床
の
中
程
で
調
べ
、

紙
は
お
く
れ
る
よ
り
や
や
早
目
に
取
り

は
ず
す
。
）

除
紙
後
の
管
理

一
、
水
の
か
け
方
は
油
紙
を
取
り
は
ず

し
た
後
一
丁
三
日
は
苗
が
外
気
に
な

れ
て
い
な
い
の
で
、
苗
が
半
そ
以
上

か
く
れ
る
程
度
ま
で
水
を
は
つ
て
お

く
。
四
、
五
日
よ
臼
後
は
床
面
に
ヒ

タ
ヒ
タ
に
水
が
か
x
る
座
度
が
適
当

二
、
紙
を
取
り
は
ず
し
て
か
ら
一
週
間

　

位
た
っ
た
時
期
に
、
藁
灰
を
坪
当
り

　

一
〇
〇
匁
一
一
五
〇
匁
程
度
施
す
。

　

基
肥
を
施
し
て
あ
る
場
合
は
、
硫
安

　

な
ど
の
チ
ッ
ｙ
肥
料
｀
金
肥
す
る
と

　

軟
か
く
な
っ
て
植
え
傷
み
が
多
く
な

　

る
か
ら
施
さ
な
い
様
に
す
る
。

本
田
植
の
注
意

一
、
保
温
折
衷
m
代
の
苗
は
肥
料
を
吸

　

う
力
が
強
く
、
生
育
が
よ
い
の
で
、

　

本
田
は
地
力
の
高
い
所
奎
原
事
。

二
、
早
稲
は
大
体
植
付
期
が
早
い
程
増

　

収
に
な
る
。
叉
苗
代
日
数
が
長
過
ぎ

　

る
と
、
植
傷
み
が
多
く
な
る
か
ら
出

　

来
る
だ
け
早
く
植
え
る
。
（
苗
代
日

　

数
三
十
五
日
内
外
）

三
、
深
植
に
な
ら
ぬ
様
注
意
し
、
植
付

　

当
時
は
や
や
深
目
に
水
を
か
け
る
こ

　

と
。

四
、
坪
当
り
株
数
は
平
揖
部
五
〇
、
山

　

間
配
一
八
○
株
程
を
植
え
る
の
が
よ
い

本
田
の
肥
料
は

堆
キ
ュ
ヴ
肥
な
ど
の
有
機
誓
及
び
燐
酸

加
里
を
や
や
多
目
に
施
す
こ
と
。

植
付
肥
の
硫
安
、
過
燐
酸
石
灰
、
塩
化

加
里
の
か
わ
り
に
稲
一
号
を
反
当
十
貫

施
肥
し
て
も
よ
い
。
な
お
追
肥
に
稲
四

号
を
反
当
り
三
－
四
貫
施
し
て
も
よ
い

病
害
虫
は
ど
う
す
る
か

早
稲
を
早
植
え
し
て
生
育
期
間
を
長

く
す
れ
ば
確
実
に
増
収
出
来
る
が
、

反
面
害
虫
は
早
植
え
田
ほ
ど
集
ま
り

易
い
の
で
薬
剤
散
布
は
必
ず
実
行
す

る
こ
と
。

二
化
瞑
虫
一
化
期
の

防
除

一
八
月
二
十
日
頃
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
（
ホ

リ
ド
ー
ル
等
）
反
当
り
ニ
キ
ロ
グ
ラ

ム
内
外
を
散
布
す
る
。
モ
の
他
黒
椿

象
の
被
害
が
あ
る
所
で
は
七
月
二
十

日
頃
ま
で
に
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
反
当
り

三
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
稲
雛
病
に
対
し
て

は
セ
レ
サ
ン
石
灰
を
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

位
散
布
す
る
こ
と
。
な
お
細
部
は
最

寄
の
普
及
技
術
員
に
お
尋
ね
下
さ
い

本
田
の
施
肥
基
準
表

早稲

塩
化
加
里

週
燐
酸
石
灰

硫
安

石
灰
’
窒
素

堆
肥

巴
－
r
i
r
ａ
″
ま
？

四
賞

五
貫

六
貫

五
貫

二
五
〇
貫

反
当
施
肥
料
一
元
肥
一
迫
肥ニ

賞
五
貧

ヨ
貫

五
貫

二
五
〇
貧

二
貫

三
貫

備
考
硫
安
の
追
肥
は
天
候
、
稲
の
生
育
状
況
を
よ
く
判
断
し
て
施
肥
す
る

　
　
　

こ
と
。

青
年
学
級

勤
労
青
年
の
唯
一
の
教
養
機
関

へ
入
り
ま
し
よ
う

　

各
公
民
舘
と
単
位
青
年
団
と
共
催
で

何
処
で
も
青
年
学
級
を
始
め
ま
し
た
。

働
き
つ
つ
学
ぶ
青
年
学
級
へ
是
非
入
り

ま
し
よ
う
。

お
I
」
と
わ
O

紙
面
の
都
合
に
て
、
原
稿
を
割
愛
し
た

事
を
お
詫
び
申
上
ま
す

小
鳥
を

　

愛
し
ま
し
よ
う

最
近
小
鳥
が
少
く
な
っ
た
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
樹
木
や
作
物
を
食
い
写
り
す

害
虫
を
と
っ
て
餌
と
す
る
小
鳥
が
少
く

な
る
こ
と
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
も

わ
る
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
こ
で
市
林
務
誤
と
大
野
愛
鳥
会
、
錦

光
会
と
が
昨
年
か
ら
五
十
箇
の
巣
箱
を

砂
山
、
飯
降
山
の
木
に
取
り
つ
け
、
小

鳥
の
繁
殖
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
日
よ
り
十
六
日
ま
で
愛
鳥
週
間

で
す
か
ら
、
小
鳥
を
保
護
す
る
様
に
い

た
し
ま
し
よ
う
。

　

（
写
真
は
巣
箱
を
背
に
す
る
愛
鳥
の
会

員
た
ち
）

美
し
い
瓊
境
を
つ
く
る
々
め
に

清
掃
を
し
ま
し
よ
う

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
ー
は
、
な
ぜ
花
の

都
と
二
わ
れ
る
の
で
し
よ
う
か
？
そ
れ

は
町
が
美
し
い
か
ら
で
す
。

　

新
中
国
は
「
蝿
の
い
な
い
国
」
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
世
界
の
国
・
＊
（
は
、
自
9
の

国
を
世
界
一
美
し
い
堕
消
な
国
に
し

ぷ
つ
と
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

自
分
の
国
を
美
し
い
景
色

の
よ
い
国
に
し
て
、
外
国
か
ら
お
客
を

招
く
た
め
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
病

人
を
な
く
す
た
め
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
．
i
夭
き
な
目
的
は
「
国
民
に
ょ

い
生
活
環
境
を
与
え
る
事
」
で
す
。
私

達
が
生
活
し
て
ゆ
く
上
で
、
私
達
を
と

ひ
ま
い
て
い
る
色
L
″
の
状
態
を
、
専
門

的
な
言
葉
で
「
隻
器
境
」
と
よ
び
ま

r
。

こ
の
生
活
環
境
が
明
る
く
な
れ
ば
、

モ
こ
に
住
ひ
人
の
心
も
明
る
く
な
る
の

で
す
。
明
る
い
家
庭
に
明
る
い
子
供
が

育
つ
の
と
同
じ
理
屈
で
す
。
つ
ま
S
y
生

活
環
境
が
人
を
つ
く
る
わ
け
で
す
。
元

来
綺
麗
ず
き
で
あ
っ
た
日
本
人
が
敗
戦

後
は
不
潔
に
な
り
昨
年
七
月
に
清
掃
法

と
云
う
法
律
迄
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

順
じ
て
大
野
市
で
も
清
掃
条
例
を
公
布

し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
旧
大
野
町

と
下
庄
町
の
市
街
地
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
が
、
他
の
地
域
の
皆
さ
ん
も
衛
生

的
な
生
活
瑞
境
M
l
：
る
為
に
御
協
力
下

さ
っ
て
、
楽
し
い
市
民
生
活
m
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

清
掃
条
例

（
要
旨
）

一
．
こ
の
条
例
は
、
汚
物
を
衛
生
的
に

処
理
し
て
、
市
民
の
生
活
環
境
を
清

潔
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
公
衆
衛
生

の
向
上
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

二
、
清
掃
義
務
者
（
土
地
建
物
の
占
有

　

者
叉
は
所
有
者
）
は
、
土
地
建
物
に

　

面
す
る
道
路
の
清
掃
や
、
散
ホ
に
つ

　

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ξ
、
道
路
、
河
川
叉
は
他
人
の
所
有
地

　

に
汚
物
を
す
て

　

て
は
な
ら
な
い

四
．
各
戸
に
必
ず

ゴ
ミ
箱
を
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゴ
ミ
箱
は
雨
誓

に
か
A
わ
ら
ず
搬
出
に
便
利
な
場
所

　

（
家
の
表
軒
下
な
ど
）
に
お
く
こ
と

五
、
市
に
清
掃
指
導
員
を
置
き
、
条
例

　

で
定
め
ｔ
り
れ
て
い
る
汚
物
の
収
集
処

　

分
に
つ
い
ま
て
宕
霧
導
包
μ
又
清

　

掃
委
員
を
置
い
て
大
掃
除
の
指
導
並

　

び
に
汚
物
収
集
処
分
の
指
導
を
行
う

4
u
れ
い
な
大
野
市

あ
な
た
の
家
か
ら
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新
し
い
市
民
は
新
し
い
生
活
か
ら

　

さ
き
に
大
野
郡
市
新
隻
蓬
動
推
進

協
議
会
に
於
て
決
定
し
た
新
生
活
運
動

皿
瓊
は
、
既
に
全
戸
に
く
ば
ら
れ
て
夫

λ
御
覧
限
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
も
こ
う
し
た
運
動
は
声
高
く
叫
ぱ
れ

て
来
た
の
で
あ
吟
ま
す
が
、
こ
れ
が
実

効
が
あ
が
ら
な
か
っ
だ
の
は
、
近
代
人

的
な
頭
に
切
り
か
え
る
事
が
容
易
に
出

来
な
い
の
が
根
本
的
理
由
で
あ
り
ま
し

よ
う
。
更
に
今
一
つ
考
え
ら
れ
る
事
は

各
町
村
毎
に
、
別
L
’
ぺ
な
運
動
が
続
け
ら

れ
て
、
モ
の
間
に
何
ら
の
連
絡
も
調
整

も
な
さ
れ
な
か
っ
た
為
に
、
町
村
が
異

な
る
と
色
・
＜
1
C
食
い
ち
が
い
が
起
っ
て
実

行
を
妨
げ
た
の
も
事
実
で
あ
ひ
ま
す
。

そ
こ
で
大
野
市
が
誕
生
し
て
大
き
な
プ

ロ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
の
奎
契
機
と
し

て
。
お
互
手
を
た
ず
さ
え
て
こ
の
運
動

を
真
剣
に
而
も
力
強
く
推
し
進
め
た
い

y
存
じ
ま
す
。
ど
’
つ
ぞ
各
町
村
と
も
凡

ゆ
る
団
体
機
関
が
団
結
し
て
、
凡
ゆ
る

機
会
に
凡
ゆ
る
方
法
で
是
非
実
効
が
挙

り
ま
す
様
御
努
力
下
さ
い
ま
す
こ
と
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
年
度

自
転
車
荷
車
税
全
期

納
期

五
月
三
十
一
日
限

泥
棒
は
あ
な
た
を

ね
ら
っ
て
い
る

　

野
に
山
に
若
葉
の
香
る
行
楽
の
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
家

を
留
守
に
さ
れ
る
事
が
多
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
又
。
サ
ツ
キ
の
声
を
聞
い

て
農
家
の
方
々
は
、
田
圃
や
畠
作
り
に

多
忙
を
極
め
、
家
中
で
野
良
仕
事
に
精

を
出
さ
れ
る
日
が
続
い
て
い
る
事
で
し

ょ
う
。

と
I
」
ろ
が
皆
さ
ん
Ｈ

空
巣
狙
い
は
、
こ
う
い
う
時
に
一
番
活

躍
し
ま
す
。
警
察
で
は
夜
、
昼
を
分
た

ず
警
ら
活
動
を
強
化
し
て
盗
難
防
止
に

つ
と
め
る
と
共
に
、
犯
罪
発
生
の
時
に

は
た
だ
ち
に
犯
人
を
逮
捕
す
る
た
め
努

力
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
次
の
様
な
事
に
鰹
醤
T
さ

い
ま
し
て
、
皆
様
の
ま
わ
り
か
ら
盗
難

を
な
く
す
る
様
に
御
協
力
下
さ
い
。

◆
戸
締
り
厠
行

家
を
あ
け
る
時
は
表
玄
関
は
勿
論
、
裏

口
や
台
所
口
も
戸
締
を
完
全
に
い
た
し

ま
し
よ
う
。

◆
防
犯
連
絡
所
の
利
用

部
落
毎
に
作
ら
れ
て
い
る
防
犯
連
絡
所

を
良
く
知
っ
て
、
挙
動
の
あ
や
し
い
者

を
発
見
し
た
り
、
被
害
が
発
生
し
た
様

な
時
は
す
ぐ
に
連
絡
し
ま
し
よ
’
つ
。

◆
防
犯
隣
組
の
設
置

防
犯
隣
組
を
つ
く
つ
て
、
相
互
の
看
視

を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

◆
押
売
り
防
止

「
帰
っ
て
下
さ
い
」
と
云
っ
て
も
云
う

事
を
き
か
ず
、
ウ
ル
サ
ク
売
り
っ
け
よ

う
と
す
る
者
が
あ
っ
た
ら
、
駐
在
所
に

連
絡
し
ま
し
よ
う
。

◆
犯
人
に
付
て
の
記
憶

押
売
ひ
や
モ
の
他
の
犯
墾
刄
認
め
た

時
は
、
た
だ
ち
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
モ
の
人
相
、
衣
服
の
特
徴
、

言
葉
づ
か
い
な
ど
を
良
ぐ
覚
え
て
お
い

て
犯
人
逮
捕
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

　｜巾

．

中
野
白
山
堂
、
天
王
宮

　

大
野
で
郡
神
社
大
門
の
一
番
長
い

の
は
平
泉
寺
白
山
神
社
で
あ
り
ま
す

次
い
で
大
野
篠
座
神
社
、
申
野
白
山

堂
で
あ
り
ま
す
。
尤
も
大
昔
は
乾
側

の
尾
永
見
大
門
が
、
平
泉
寺
白
山
神

社
に
劣
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
淡
川
時
亮
の
滅
亡
以
来
、
樹
木

は
切
払
わ
れ
、
今
は
大
門
の
基
礎
の

み
残
っ
て
い
ま
す
。
大
門
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
長
が
あ
り
ま
す
が
。
大
抵
は

杉
の
並
木
が
普
通
で
あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
中
野
白
山
堂
だ
け
は
梓
の
大

門
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
わ
け

が
あ
る
の
で
、
少
々
説
明
を
加
え
て

見
ま
す
。

　

由
来
白
山
堂
は
大
野
郡
の
古
社
で

牌
政
時
代
大
野
亀
山
城
の
北
方
鬼
門

に
あ
た
り
、
鬼
門
除
の
神
と
し
て
鎮

護
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
古
い
こ

と
は
わ
か
ひ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
守

護
す
る
た
め
寺
庵
が
境
内
に
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
ひ
ま
せ
ん
。
土
井

知
誕
公
（
第
三
代
）
が
特
に
深
く
信

仰
せ
ら
れ
．
更
に
武
蔵
の
国
氷
川
神

社
の
分
霊
を
拝
戴
し
、
鬼
門
除
の
神

と
し
て
社
殿
を
建
立
し
奉
安
す
る
つ

も
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
折
椚
t
ハ
野

蒲
の
財
政
窮
迫
の
た
め
、
串
野
白
山

堂
に
合
杞
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

モ
の
守
護
に

は
大
野
長
興

寺
を
当
ら
せ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
長

興
寺
は
、
そ

の
徒
弟
祖
純

と
云
う
も
の

を
白
山
堂
に

遣
わ
し
、
堂

守
と
し
護
持

僧
と
い
た
し

ま
し
た
。
祖

純
は
境
内
に

庵
を
結
び
、

専
心
モ
の
鎮

護
に
精
進
し
ま
し
た
が
、
当
時
白
山

堂
に
は
何
等
社
領
も
な
く
、
モ
の
維

持
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。
祖

純
は
深
く
こ
こ
に
思
い
を
致
し
、
雨

鼻
黒
家
等
と
相
謀
り
、
先
ず
寺
庵
維

持
の
た
め
托
鉢
し
た
私
財
を
投
じ
、

附
近
の
田
畑
を
購
入
し
漸
く
こ
れ
に

よ
映
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

と
こ
ろ
が
将
来
の
白
山
堂
維
持
に
つ

い
て
は
一
層
の
工
夫
を
要
す
る
の
で

熟
慮
の
結
果
大
門
植
樹
を
考
え
つ
き

遂
に
大
門
両
側
に
樺
数
十
本
を
植
え

ま
し
た
。
是
が
白
山
堂
梓
大
門
の
起

り
で
今
か
ら
約
三
百
年
程
一
回
の
こ
と

で
あ
‘
り
ま
す
。
梓
は
モ
の
後
成
長
し

て
見
事
な
巨
木
と
な
夕
境
内
の
尊
厳

を
加
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
東
亜

戦
争
の
最
中
、
惜
し
く
も
大
部
9
切

払
い
売
却
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
モ

の
た
め
神
社
の
風
致
は
見
る
髭
I
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
惜
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

白
山
堂
の
祭
礼
は
中
野
村
及
び
附

近
の
部
落
が
行
つ
て
い
ま
し
た
が
。

天
王
宮
が
〈
袷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
て
か
ら
は
、
大
野
町
全
般
が
行

う
よ
う
に
な
臼
ま
し
た
。
こ
の
総
祭

執
行
に
つ
い
て
は
、
護
持
僧
長
興
寺

が
容
易
な
ら
ぬ
努
力
を
敷
し
ま
し
た

藩
主
に
歎
願
し
、
社
格
の
重
き
こ
と

鬼
門
鍼
め
の
神
で
あ
る
こ
と
を
熱
心

に
主
張
し
、
漸
く
に
し
て
藩
主
の
許

司
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

等
に
関
す
る
古
文
書
は
長
興
寺
に
現

在
沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今

か
ら
二
百
三
十
年
程
前
の
こ
と
で
あ

り
、
爾
来
明
治
維
新
ま
で
っ
づ
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
総
祭
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
神
輿
は
先
ず
大
手
鳩

門
に
参
進
し
、
藩
主
並
に
御
城
の
安

泰
を
祈
り
、
長
興
寺
を
御
旅
所
ｙ
称

し
中
野
、
中
荒
井
は
勿
論
、
大
野
町

の
隅
・
＜
（
ま
で
盛
ん
な
渡
御
が
あ
っ
だ

の
で
あ
び
ま
す
。
現
在
の
白
山
堂
御

神
体
忿
仏
体
の
三
尊
で
あ
り
ま
し
て

天
明
年
間
滝
波
与
右
衛
門
の
寄
進
と

な
っ
て
い
ま
す
。
天
王
宮
は
秘
神

と
し
て
一
般
の
開
帖
を
し
た
こ
と
は

あ
ひ
ま
せ
ん
。
（
写
真
は
白
山
堂
の

御
神
体
）

謁撒

▼
「
選
挙
の
当

肪
年
」
と
か
云

わ
れ
な
が
ら
も

タ
石
や
ら
全
部

の
選
挙
が
終
っ

て
、
私
達
の
代

表
や
代
辨
者
が

脚
光
を
あ
び
て
登
場
し
た
。
い
っ
の
選

挙
に
で
も
思
う
事
だ
が
、
終
っ
た
の
ち

も
ア
ト
を
ひ
く
事
で
あ
る
。
選
挙
申
に

特
定
の
候
補
を
推
し
て
運
動
f
y
る
の
は

結
構
な
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
奮
靉
一

迄
持
ち
こ
し
て
、
反
対
派
の
運
動
を
し

た
者
や
、
反
対
派
に
好
意
を
よ
せ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
て
、
あ
’
｛
y
種

の
敵
意
を
示
す
態
度
を
と
る
事
が
あ
る

自
分
の
推
し
た
人
を
、
大
切
に
思
＊
n
の

は
い
い
事
だ
が
、
い
っ
迄
も
ア
ト
を
ひ

っ
ぱ
っ
て
い
る
の
は
あ
ま
り
ほ
め
た
行

為
で
は
な
い
。
良
き
市
民
と
な
る
た
め

に
是
非
や
め
た
い
悪
例
で
あ
る
。

▼
今
月
は
「
白
い
羽
根
募
必
一
」
が
行
わ

れ
る
。
真
白
の
羽
根
の
中
に
、
真
赤
な

小
さ
い
赤
十
字
マ
ー
ク
が
輝
い
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
は
実
に
累
隋
ら
し
い
。
仕
方

な
く
出
し
た
お
金
で
も
、
喜
ん
で
出
し

た
お
金
で
も
、
羽
根
を
つ
け
る
資
格
は

あ
る
わ
け
だ
が
、
美
し
い
心
で
っ
け
た

い
も
の
で
あ
る
。
あ
の
美
し
い
羽
根
に

ふ
さ
わ
し
い
心
の
持
主
と
し
て
。

▼
今
月
号
か
ら
広
報
編
集
委
員
が
登
場

す
る
事
に
な
っ
た
。
編
集
A
i
云
う
言
葉

は
英
語
で
「
庭
造
り
」
と
乙
う
意
昧
で

あ
る
。
鮪
茉
に
鋏
を
入
れ
た
り
庭
石
を

置
い
た
り
す
る
の
が
編
集
委
員
の
仕
事

で
あ
る
。
良
い
材
料
が
あ
れ
ば
f
m
i

庭
奄
出
来
る
。
モ
の
材
料
は
市
民
の
昏

さ
ん
か
ら
頂
き
た
い
も
の
で
、
遠
慮
な

い
御
叱
正
と
忌
憚
の
な
い
御
意
見
が
、

立
派
な
庭
園
を
造
る
の
で
あ
る
。
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